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１ 資質能力
３観点への変更



引用：指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料【体育】



引用：指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料【体育】

体育科として「何を」「どのように」
学ぶことで

資質・能力を育成するか



引用：指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料【体育】



２ 「見方・考え方」について



「見方・考え方」

学習指導要領解説体育編P４



体育の「見方」

体育の「考え方」
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体育の見方

体育の考え方

運動やスポーツが楽しさや喜びを味わう
ことや体力の向上につながっていること
に着目するとともに
「すること」だけでなく「みること」
「支えること」「知ること」など、自己
の適性等に応じて、運動やスポーツの多
様な関わり方について考えることを
意図している。
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体育の見方

体育の考え方

運動やスポーツが楽しさや喜びを味わう
ことや体力の向上につながっていること
に着目するとともに
「すること」だけでなく「みること」
「支えること」「知ること」など、自己
の適性等に応じて、運動やスポーツの多
様な関わり方について考えることを
意図している。

体育の「見方」

体育の「考え方」
物事を多面的に

捉えることができる



保健の「見方」

保健の「考え方」
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○見方考え方を働かせる教材教具、場
○学習過程を工夫させる

様々な経験、他教科との関連、関わりの中で

絶えず成長していく

豊かなスポーツライフ実現のための
資質能力の育成



３ 平成20年告示
学習指導要領の成果と課題



○成果
○運動やスポーツが好きな児童生徒の
割合が高まった

○体力の低下傾向に歯止めがかかった
「する、みる、支える」のスポーツと
の多様な関わりの必要生や公正、責任
などの内容が身についた

○健康の大切さへの認識や健康・安全
に関する基礎的な内容が身についた



▲課題
▲課題解決的な学習を推進してきたが、
全国的にみると十分ではない

▲教師が十分に意識して「表現する
場」をつくることが必要。また、表現
したく（伝えたく）なる授業の工夫や
伝える内容を明確にすることが必要。

▲運動する子とそうでない子の二極化。
また、〇〇しかしない子もいるとのこ
と。



▲課題
▲課題解決的な学習を推進してきたが、全国的にみると十
分ではない

▲教師が十分に意識して「表現する場」を
つくることが必要。また、表現したく（伝
えたく）なる授業の工夫や伝える内容を明
確にすることが必要。
▲運動する子とそうでない子の二極化。また、〇〇しかし
ない子もいるとのこと。







４ 思考力・判断力・表現力等



思考力・判断力・表現力等
情報を捉えて多角的に精査した
り、課題を見出し他者と協働し
ながら解決したり、自分の考え
を形成し伝え合ったり、思いや
考えを基に想像したりするため
に必要な資質・能力である。
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思考力・判断力・表現力等
自己の運動や健康につい
ての課題を見つけ、解決
に向けて試行錯誤を重ね
ながら、思考を深めより
よく解決する
学習指導要領解説体育編P22 一部抜粋



思考力・判断力・表現力等
①自己の運動や健康についての
課題を見つけ、

②解決に向けて試行錯誤を重ね
ながら、

③思考を深めよりよく解決する
学習指導要領解説体育編P22 一部抜粋



①自己の運動や健康についての課題を見つけ

各領域の特性を踏まえ、動きや技のポ

イントを見つけたり、自己の行い方
についての課題を見つけることを示し
ている。

思考力・判断力・表現力等



思考力・判断力・表現力等

○「もっとできるようになるため
には、どうすればいいかな？」
○「相手に勝つために・・・」
○「もっとキレイに着地したい」

その子なりの課題を見取る



②解決に向けて思考し判断するとは

自己の課題に応じて、運動の行い方や練
習の仕方などを選んだり、応用したり
することを示している。

思考力・判断力・表現力等



②解決に向けて思考し判断するとは

自己の課題に応じて、運動の行い方や練
習の仕方などを選んだり、応用したり
することを示している。

思考力・判断力・表現力等

「課題の設定＝活動の決定」



③よりよく解決＝他者に伝える

自己の課題について、思考し判断したこ

とを、言葉や文章、及び動作などで表
したり、仲間や教師などに理由を添えて伝え
たりすることを示している。

思考力・判断力・表現力等



自己の運動や健康についての課題を
見つけ、解決に向けて試行錯誤を重
ねながら、思考を深め、よりよく解
決する学びの過程である主体的・対
話的で深い学びの実現に向けた授業
改善を推進することを通して・・・

他者に伝える

自己の課題について、思考し判断した

ことを、言葉や文章、及び動作など
で表したり、仲間や教師などに理由を添え
て伝えたりすることを示している。

思考力・判断力・表現力等

アウトプットが

できるように指導する。



思考
判断

表現往還



思考
判断

表現

課題を見つける

試行錯誤→判断

アウトプット

往還

言葉・動作等

する・みる・支える・知る

練習する場を選んだり、工夫する



八重山小体研として
「思考力・判断力」の捉え
課題を解決する過程において

思考錯誤しながら

解決方法を自己決定していくことで

思考力・判断力の育成につながる



八重山小体研として
「表現力」の捉え
課題を見いだしたり解決したりす
る場面において、言葉や動作など

の体育特有のアウトプットして
いる姿を表現と捉える



思考力・判断力・表現力の場面で…

どうすれば
跳べるの？

「勢いが大事！」

「いいぞ！
その調子！」

「さっきより
跳べたね」



思考力・判断力・表現力の場面で…

どうすれば
跳べるの？

「勢いが大事！」

「いいぞ！
その調子！」

「さっきより
跳べたね」

主観による
アドバイス

うまく跳ぶためのコツを

①リズムカルな助走と踏切
（サータンパットン）

②手を跳び箱の前につく
見える化するために印をつけるなど

今日はこの２つを
意識して

取り組んでみよう。



思考力・判断力・表現力の場面で…

「手をしっかり前に
つけているよ！」

「助走のリズム
を意識して」

「踏み切りのタン
をやってみて」

「②はできた！
あとは①の

助走と踏み切りだ」



体育の表現

引用：白旗和也『これだけは知っておきたい体育授業の基本』



八重山小体研「表現力」
話し合い活動 体育特有
○作戦や練習方法
○ルールづくり
○場の工夫
○運動のポイントを

伝え合う
○運動の変容を伝え合う

○動作や身振り（ジェスチャー
やアイコンタクト）
○自己（グループ）の課題に
チャレンジする
○できることをさらに良くした
り（美しく等）、繰り返したり
するなど。



八重山小体研「表現力」
話し合い活動 体育特有
○作戦や練習方法
○ルールづくり
○場の工夫
○運動のポイントを

伝え合う
○運動の変容を伝え合う

○動作や身振り（ジェスチャー
やアイコンタクト）
○自己（グループ）の課題に
チャレンジする
○できることをさらに良くした
り（美しく等）、繰り返したり
するなど。

体育的な学習用語
技のポイント

○「おへそを見て」
オノマトペの活用

○「サー（助走）タン（踏切）
パッ（着手）トン（着地）」



授業づくりのポイント（思・判・表）

１ 自己の課題を見つける

２ その解決に向けて思考し判断する

３ 他者に伝える

課題を見つけられるための、資料、ICT、場、教材教具

選んだり、工夫したりできるための手立て

アウトプットするための指導



５ 終わりに



令和元年度
全国体力・運動能力・運動習慣等調査より



ご清聴ありがとうございました(^^)

～子どもたちが全力で楽しむ体授業を目指して～



思考・判断・表現の見取り
○課題発見の段階

・「もっと上手にできるためには何が課題なのか」

・「相手に勝つためのポイントはなにか？」→学習の各段階に即した課題への気付き

○課題解決のための活動を工夫する段階

・教師が提示等したものの中から、自己の課題に適したものを選べるようにすること

・「課題の設定＝活動の決定」

○選んだ活動を思考錯誤するなどして解決に向けて粘り強く取り組む段階

・思考し、判断したことが動きや学習カードへの記述に表れるように

・発言やつぶやき、仲間への指摘、学習カードへの気付き

・思考判断したことを他者にどう伝えているのかを見取る アウトプットを適切に評価

補足資料１



表現の評価の留意点
○児童の課題解決にむけた「思考・判断」を容易にする手立てを講じ
るとともに、児童生徒が思考し判断したことをできる限り「見える
化」を図る。

そのためには、資料の充実、ICT機器の効果的活用、学習カード記述欄
の工夫

○児童相互の見合いや教え合い、励まし合いなどの活動を重視し、言
葉や動作、表現等によるコミュニケーションの輪を大きくする。

つまり表現の指導は「思考・判断」の評価をより明確にするため、
「表現」にかかわる活動が具体的になればなるほど

「思考・判断・表現」の確かな評価につながる。

妥当性と客観性を確保することにつながる。

補足資料２



「思考力、判断力、表現力等
領域別系統表

補足資料３

学習指導要領解説体育編P182

２学年ごとのまとまりを

各領域ごとを

見ることができる



「思考力、判断力、表現力等
領域別系統表

補足資料３

学習指導要領解説体育編P182

「思考・判断」ボール運動系だけ大きく異る。

集団対集団という「運動の特性のちがい」



「思考力、判断力、表現力等
領域別系統表

補足資料３

学習指導要領解説体育編P182
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今後の課題として
○「表現」をどう見取るか？？

数値化するのか？

教師の主観？

○「する」以外の「見る・支える・知る」
の関わり方へのアプローチについての検討


